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子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

開
催
さ
れ
る 

 

二
月
六
日
㈰
南
大
井
文
化
セ
ン
タ

ー
全
館
を
開
放
し
て
、
毎
年
恒
例
の

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

日
中
、
比
較
的
暖
か
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
会
場
は
四
百
九
十
七
名
の

子
供
達
を
含
む
六
百
七
十
四
名
の
来

場
者
で
、大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

「
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
」「
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
」「
や
か
ん
カ
ー
リ
ン

グ
」
な
ど
の
恒
例
コ
ー
ナ
ー
の
他
、

み
な
み
児
童
遊
園
の
工
事
の
影
響
で
、

室
内
で
の
参
加
と
な
っ
た
日
本
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟
品
川
地
区
の

「
割
り
箸
鉄
砲
」
コ
ー
ナ
ー
、
初
登

場
の
「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」
が
人
気
を 

 
    

呼
び
ま
し
た
。 

 

主
催
の
青
少
年
対
策
大
井
第
一
地

区
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
、
浜
川
中
・
鈴
ヶ
森
中
の
先
生

方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
、
ベ
ー
ゴ
マ
協

会
の
方
々
等
の
ほ
か
、
総
勢
六
十
五

名
の
中
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
大
活
躍
で

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
、
小
学
生
の
お
子
さ
ん
を
持

つ
お
母
様
は
、「
子
供
達
は
、
今
年
は

あ
の
コ
ー
ナ
ー
に
行
こ
う
、
来
年
は

あ
れ
を
し
よ
う
と
、
大
変
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今
後
も
途
切

れ
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
た
だ
け
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
、
夢
中
に

な
っ
て
遊
ぶ
お
子
さ
ん
を
見
守
り
な

が
ら
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
主
張
発
表
大
会 

 

過
去
最
多
の
応
募
！！ 

去
る
十
一
月
二
十
日
㈯
、
第
二
十 

一
回
子
ど
も
の
主
張
発
表
大
会
が
南

大
井
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 
 

大
井
第
一
管
内
の
小
中
学
校
の
協

力
の
下
、
過
去
最
多
の
二
百
二
十
二

名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
、
次
の
十
二
名
の
作
品
が
選
ば 

れ
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、 

立
会
小 

学
校
は 

発
表
当 

日
に
学 

校
行
事 

が
有
り
、 

今
年
度 

は
参
加 

辞
退
と 

な
り
ま 

し
た
。 

第９５号 

【
小
学
生
の
部
】 

私
の
夢 

 
 

 

浜
川
小
四
年 

 

岡
村 

涼
香 

私
の
希
望 

 

 

鮫
浜
小
五
年 

 

友
澤 

茜 

ぼ
く
の
希
望 

 

浜
川
小
五
年 

 

鍵
和
田 

友
吾 

将
来
の
夢 

 

 

鮫
浜
小
五
年 

 

寺
嶋 

啓
太 

一
人
一
人
の
自
覚 

 

鈴
ヶ
森

六
年 

江
藤 

華 

小

私
の
家
族 

 

鮫
浜
小
六
年 

 

中
島 

亜
海 

か
が
や
く
夢
へ
！！ 

 

鈴
ヶ
森
小
六
年 

 

直
輝 

杉
山

い
の
ち
の
使
い
方 

 
 

 

浜
川
小
六
年 

 

角
田 

結
美 

【
中
学

の
部
】 

生

将
来
の
夢 

 

 

浜
川
中
八
年 

 

上
原 

子 

優
美

都
大
会
出
場
と
い

目
標 

 
 

う

 

鈴
ヶ
森

年 

竹
村 

拓
希 

中
八

将
来
の
夢 

 

 

浜
川
中
八
年 

 

田
上 

千
沙
希 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク 

 

鈴
ヶ
森
中
八
年 

林 

実
優 
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住
み
良

 
 
 
 
 

大
井
寺
下
町
会
よ
り 

い
町
に 

 

平
成
二
十
三
年
、
町
会
の
事
始 

め
は
、
一
月
二
十
三
日
の
午
後
、 

大
森
東
急
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
た 
な

新
年
懇
親
会
で
し
た
。 

丸
テ
ー
ブ
ル
四
卓
に
四
十
名
程 

  

の
参
加
で
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
、 

お
い
し
い
食
事
に
カ
ラ
オ
ケ
と
、 

和
や
か
に
過
ご
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム 

の
最
後
に
盆
お
ど
り
の
「
東
京
音 

  

頭
」
を
に
ぎ
や
か
に
踊
り
、
皆
の 

健
康
を
た
た
え
合
っ
て
終
演
し
ま 

し
た
。 

   

 

二
月
の
第
二
日
曜
日
、
十
三
日 

に
、
毎
年
恒
例
の
も
ち
つ
き
大
会 

で
、
三
十
キ
ロ
の
も
ち
米
で
、
あ 

ん
こ
餅
、
き
な
粉
餅
な
ど
、
四
種 

類
で
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

三
月
に
は
災
害
時
に
備
え
て
、 

学
校
避
難
所
訓
練
を
行
な
う
予
定
、 

多
数
の
町
会
員
に
関
心
を
持
っ
て 

訓
練
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
様
に 

声
を
か
け
、
誘
い
合
い
ま
す
。 

 
町
内
に
は
、
ひ
と
り
暮
し
や
、 

高
齢
者
世
帯
も
か
な
り
多
く
、
要 

援
護
者
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
必 

要
性
と
、
ひ
き
こ
も
り
に
な
る
人 

が
い
な
い
よ
う
に
、
声
か
け
に
心 

掛
け
ま
す
。 

南
浜
シ

 
 
 
 

大
井
南
浜
町
会
よ
り 

ャ
ー
ク
ス
二
冠
達
成 

            

わ
が
町
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ 

ー
ム
南
浜
シ
ャ
ー
ク
ス
は
、
大
井 

第
一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の 

年
齢
四
十
四
才
。
忙
し
い
仕
事
の 

合
い
間
を
ぬ
っ
て
、
日
々
練
習
に 

励
み
、
今
回
の
優
勝
に
輝
き
ま
し 

た
。 

 

部
員
の
皆
さ
ん
は
ソ
フ
ト
ボ
ー 

ル
の
み
な
ら
ず
、
連
合
運
動
会
実 

行
委
員
を
は
じ
め
、
歳
末
夜
警
、 

天
祖
神
社
初
午
祭
等
の
行
事
に
積 

極
的
に
参
加
、
協
力
し
て
い
ま
す
。 

 

「
婦
人
部
が
各
行
事
に
豚
汁
接 

待
等
町
会
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂 

け
る
活
動
が
で
き
る
の
は
、
ソ
フ 

ト
の
方
々
が
テ
ン
ト
設
営
、
豚
汁 

運
搬
等
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て 

助
け
て
下
さ
っ
て
い
る
お
陰
で
す
。 

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
須 

  
    

   
     

 
 

毎
月
定
例
役
員
会
で
話
し
合
い 

を
し
て
い
ま
す
。
防
犯
パ
ト
ロ
ー 

ル
や
町
内
清
掃
も
定
期
的
に
行
な 

っ
て
い
ま
す
。 

 

穏
や
か
に
安
心
し
て
生
活
出
来 

る
町
で
あ
り
ま
す
様
に
努
め
た
い 

と
心
か
ら
思
い
ま
す
。 

リ
ー
グ
戦
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に

お
い
て
優
勝
し
、
二
冠
の
快
挙
を 

成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

南
浜
シ
ャ
ー
ク
ス
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
創
設
以
前
か
ら
の
伝

統
あ
る
チ
ー
ム
、
現
在
は
金
子
監 

督
の
下
、
部
員
数
十
六
名
、
平
均 

山
婦
人
部
長
も
話
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
わ
が

町
会
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

南
浜
シ
ャ
ー
ク
ス
の
益
々
の
活 

躍
を
町
会
を
あ
げ
て
応
援
し
て
い 

き
た
い
も
の
で
す
。 
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桜
祭
り
と
、

 
 
 

北
浜
川
東
町
会
よ
り 

 
 

 

仲
間 

 
 
 

男
子
役
員
さ
ん
は
、
早
朝
か
ら
、

テ
ン
ト
張
り
か
ら
始
ま
っ
て
、
婦

人
部
の
方
々
は
自
慢
の
お
好
み
焼

き
の
準
備
、毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、

各
分
担
に
分
か
れ
て
、
三
十
数
名

の
方
々
が
、
一
年
前
の
事
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
切
る

音
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
雰
囲
気

で
始
ま
り
ま
し
た
。 

          

待
ち
に
待
っ
た
、
み
な
み
児
童 

遊
園
の
桜
祭
り
、
八
重
桜
の
満
開

の
下
で
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十

一
日
㈰
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

開
店
前
か
ら
注
文
が
あ
り
、
焼

き
手
は
、「
忙
し
い
」
と
言
い
な
が

ら
、
熱
い
鉄
板
を
前
に
し
て
、
和

気
あ
い
あ
い
、
焼
き
上
が
り
、
男

性
役
員
さ
ん
に
、
試
食
し
て
頂
き

ま
し
た
。「
百
点
で
す
」
と
言
う
声

に
、
女
性
部
員
は
、
又
々
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。 

 
北
浜
川
東
町
会
の
女
性
部
員
は
、

何
よ
り
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
桜

祭
り
で
す
。お
好
み
焼
き
も
、早
々

に
完
売
に
な
り
ま
す
。 

お
陰
様
で
、
北
浜
川
東
町
会
の

女
性
部
員
の
、
一
つ
の
輪
が
出
来

ま
し
た
。
部
員
さ
ん
は
、
昼
食
も

忘
れ
て
、
最
後
に
鉄
板
を
前
に
一

息
つ
い
て
、
二
十
三
年
度
の
桜
祭

り
を
楽
し
み
に
、解
散
し
ま
し
た
。

毎
年
桜
祭
り
を
企
画
し
て
下
さ
っ

て
い
る
方
、
実
行
委
員
の
方
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

初
め
て
の
停
電
に
遭
遇
し
て 

 
 
 
 

大
井
坂
下
町
会
よ
り  

 

銀
杏
黄
葉
の
大
井
坂
下
公
園
。 

十
一
月
二
十
八
日
、
二
十
三
名
参

加
で
五
浦
温
泉
へ
の
町
内
バ
ス
旅

行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
、
隅
田
川
両
岸
の
桜
紅

葉
も
盛
り
で
し
た
が
、
道
中
の
紅

葉
特
に
楓
が
見
事
で
、
澄
ん
だ
空

気
で
の
色
彩
は
歓
声
々
々
で
居
眠

り
等
す
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

町
内
旅
行
初
め
て
の
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
起
き
た
の
も
、
温
泉
に
入
り 

宴
会
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
開
始

十
分
前
の
出
来
事
で
す
。
ホ
テ
ル

の
非
常
灯
を
残
し
て
、
ホ
テ
ル
全

体
が
停
電
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

始
め
は
あ
ら
ら
ー
と
い
う
感
じ
で

し
た
が
、
原
因
は
前
日
の
落
雷
の

影
響
だ
と
い
う
事
で
、
通
電
の
予

定
た
た
ず
と
聞
い
て
、
皆
不
安
と

驚
き
、
懐
中
電
灯
頼
り
に
全
員
集

合
、
二
時
間
余
り
の
町
会
の
絆
が

強
く
な
っ
た
様
な
時
を
過
ご
し
、

そ
れ
で
も
空
腹
に
は
勝
て
ず
お
料

理
の
心
配
ば
か
り
。
漸
く
通
電
し

た
時
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
明

る
さ
で
、
待
ち
に
待
っ
た
宴
会
は

い
つ
に
な
く
盛
り
上
が
り
、
旬
の

鮟
鱇
鍋
の
美
味
し
か
っ
た
事
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

翌
日
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
笠
守 

                 ３        古紙を配合した紙を使用しています 

稲
荷
の
菊
人
形
、
袋
田
の
滝
の
紅

葉
と
思
い
出
と
楽
し
み
を
重
ね
々

ね
し
た
旅
行
。
全
員
無
事
で
、
お

疲
れ
様
と
土
産
と
共
に
自
宅
に
向

い
ま
し
た
。 
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出
世
稲
荷

 
 
 
 
 

鮫
洲
仲
町
会
よ
り 

大
明
神
の
一
こ
ま 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

     
 

 

お
稲
荷
様
の
ほ
こ
ら
の
奥
に
は

風
洞
が
あ
り
、
国
道
を
通
っ
て
海

晏
寺
ま
で
続
き
、
更
に
富
士
山
ま

で
抜
け
ら
れ
る
と
い
う
噂
を
ま
と

も
に
聞
い
た
子
供
の
頃
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
白
抜
き
し
た
稲
荷
旗

を
町
角
に
立
て
周
り
準
備
を
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

慣
れ
な
い
手
付
き
で
角
餅
を
切
る

人
、
焼
く
人
、
あ
ず
き
を
鍋
に
入

れ
味
付
け
を
す
る
人
、
屋
台
の
配

置
を
考
え
る
人
、
誰
が
教
え
る
の

で
も
な
く
婦
人
部
の
人
達
が
、
忙

し
く
喋
り
な
が
ら
お
汁
粉
接
待
の

用
意
を
し
て
い
ま
し
た
。
あ
ち
ら

の
隅
で
は
焚
火
を
囲
ん
で
奉
納
油

揚
を
片
手
に
楽
し
ん
で
い
る
町
内

の
人
が
居
ま
し
た
。
子
供
達
は
福

袋
に
入
っ
て
い
る
お
菓
子
を
興
味

深
そ
う
に
覗
き
見
し
て
持
っ
て
帰

り
ま
し
た
。 

 
例
年
な
ら
ば
少
年
野
球
の
選
手

達
が
、
練
習
の
帰
り
に
団
体
様
で

お
見
え
に
な
り
賑
わ
う
の
で
す
が
、

今
年
は
鮫
洲
グ
ラ
ン
ド
の
改
修
工

事
の
た
め
練
習
が
な
く
参
加
で
き

ず
残
念
で
し
た
。
二
月
十
九
日
・

二
十
日
の
二
日
間
行
わ
れ
ま
し
た

お
稲
荷
様
の
風
景
で
し
た
。 

 

鮫
洲
の
町
に
は
こ
の
他
鮫
洲
北

町
会
に
青
雲
稲
荷
、
鮫
洲
南
町
会

に
白
玉
稲
荷
と
旧
東
海
道
に
沿
っ

て
あ
り
、
各
々
独
自
の
祭
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

中
学
校
教
師
に
よ
る 

 
 
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

「
青
少
年
を
明
る
く
す
る
運
動

推
進
会
議
」
の
講
演
会
が
、
十
二

月
十
四
日
㈫
南
大
井
文
化
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
初
の
試
み
で
、
鈴
ヶ
森
・

浜
川
中
学
校
の
先
生
方
に
よ
る
、

「
学
校
と
家
庭
と
の
連
携
を
高
め

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。 

近
隣
小
中
学
校
保
護
者
、
青
少

年
健
全
育
成
に
関
わ
る
方
々
百
三

十
八
名
の
参
加
を
頂
き
、
今
ど
き

の
中
学
生
の
実
態
を
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

生
活
指
導
の
先
生
か
ら
は
、
危

険
な
携
帯
サ
イ
ト
や
メ
ー
ル
の
ト

ラ
ブ
ル
、
高
校
受
験
や
塾
に
つ
い

て
、
養
護
の
先
生
か
ら
は
、
健
全

な
生
活
の
必
要
性
、
保
健
室
へ
は

心
の
悩
み
で
来
る
子
も
多
い
と
い

う
実
態
、「
十
代
の
子
供
は
、
甘
え

と
反
抗
を
繰
り
返
し
て
い
る
か
ら
、

親
は
し
っ
か
り
向
き
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
な
ど
身
近
な
先
生

方
の
お
話
は
、
新
鮮
で
、
参
加
さ

れ
た
保
護
者
の
方
は
、
と
て
も
た

め
に
な
っ
た
会
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

「
も
っ
と
聞
い
て
み
た
い
事
が
」

と
言
う
声
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

多
忙
な
中
、
ご
協
力
頂
い
た
先
生

方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

編 

集 

後 

記 
 
 

 
 

大
相
撲
春
場
所
が
中
止
と
な
り
、

少
し
寂
し
い
三
月
と
な
り
ま
し
た
。 

過
去
に
は
野
球
選
手
と
お
相

撲
さ
ん
が
子
供
た
ち
の
あ
こ
が
れ

の
定
番
だ
っ
た
も
の
で
す
。 

 

子
供
の
目
標
に
な
り
夢
を
裏
切

ら
な
い
、
こ
の
事
を
お
相
撲
さ
ん

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
大
人
で

あ
る
私
達
も
考
え
な
が
ら
暮
ら
し

て
行
き
た
い
、
と
思
い
ま
す
。 

                 ４        古紙を配合した紙を使用しています 

（
編
集
委
員
一
同
） 


